序 

たてやま いわた き 

越 中の 国立 山なる、 石 滝の 奥深く、 黒百合と なんい 

う もの ありと、 語る もお どろお どろし や。 姫 百合、 白 

す さま 

百合 こそな つかし けれ、 鬼と 呼ぶ さえ、 分けて この 凄 

そでぎ ちょう 

じき を、 雄々 しき は 打 笑い、 さらぬ は 袖 几帳した まう 

やまがつ たぐい 

らむ。 富 山の 町の 花 売 は、 山賤の 類 にあらず、 あわれ 

に 美しき 女な リ。 その 名の 雪の 白き に 愛でて 〔# 「愛 

でて」 は 底本で は 「愛でで 匕、 百合の 名の 黒き を も、 濃い 

紫と 見た まえ かし。 

明治 三十 五 年お 三月 



「そうか、」 と 静ぃ棄 てて 少年 はず ッと 入った。 

「ちょ ッ。， - 

その後 を 見送って、 島 野 は つくづく 舌 打 をした。 こ 

の 紳士の 不平た る や、 単に 呼棄 てに されて、 その 威厳 

の 幾分 を 殺 がれた ばかりで はない。 誰も 誰も 一見して 

直ちに 館の 飼犬 だとい うこと を 知って、 これ を 従え 

た 者 は、 知事の 君と 別懇の 者で あると いう こと を 示す 

、- やつ おのれ 

活 きた 手形の ような ジャムの 奴が、 連れて 出た 己 を 

棄 てて、 滝 太郎の 後から 尾 を 振りながら、 ちょろち よ 

ろと 入った のであった。 

「恐れるな。 小 天狗め、」 とさ も 悔しげ に 口の 内に 眩 



「ちょいと ちょいと、 今日はね、 うんと 礼を言わ すん 

い にこに こ いきおい 

だ、 拝んで 可い なご と 莞爾々 々しながら、 勢 よく、 

かけ かまい 

棒 を 突出した ような ものいいで、 係 構な しに、 何か嬉 

しそう。 

言葉つ きなら、 仕 打なら、 人の 息女と も 思わぬ を、 

これが また 気に 懸ける ような 娘で ないから、 そのまま 

かしら うしろ おしや 

重たげ に獵 犬の 頭 を 後に 押 遣り、 顔 を 見て 笑って、 

「何？」 

「何 だって、 大変 だ、 ^きて るんだ からね。 お 姫様な 

んざぁ 学者の 先生 だけれ ども、 こいつ あ 分らない ご と 

くだん ハンケ チ つま 

件の 手 巾の 包 を 目の前へ 撮んで ぶら下げた。 その 泥 



れ ている ので ある。 ある 物 は 乾燥 紙の 上に 半ば 乾き、 

ある 物 は 圧 板の 下に 露 を 吐き、 あるいは 台紙に、 紫、 

あか かば だいだいいろ なご リ とど 

紅、 緑、 樺、 橙 色 の 名残 を 留めて、 日 あたりに 並ん 

だり。 壁に 五段ば かり 棚 を 釣って、 重ね、 重ね、 重ね 

の ， J らず 

て あるの は、 不残 種類の 違った 植物の 標本で、 中には 

びん 

壜に 密閉して あるの も 見える。 山、 池、 野原、 川岸、 

土 堤、 寺、 宫の 境内、 産地々々 の 幻 を この 一室に 籠め 

ものすご 

て 物凄く も 感じら るる。 正面に は、 紫の 房々 とした 

葡萄の 房 を 描いて、 光線 を 配らった、 そこにば かり 日 

の 影が 射して、 明るい ようで 鮮 かな、 露垂 るば かりの 

一 面の 額、 ならべて 壁に 懸けた 標本の 中なる 一 輪の 



「何 だい、 鳴る じゃあな いか、 きゅうき ゆういって や 

がら、 おや、 可 訝い なご 

もと ものずき 

「お 縁側が 昔の ままで ございま すから、 旧 は 好事で こ 

うぐ 、J すま リ 

ん なに 仕 懸けました。 鶯 張と 申す ので ございます 

よご 

まめ だ 

小間使が 老実 立って いうの を 聞いて、 滝 太 郎は恐 

かおつき 

入った 顔色で、 

「じゃあ 声 を 出 すんだろう、 木 だの、 草 だの、 へ、 色々 

な ものが 生きて いらご 

「何 をい つ てるのよ ご と 勇 美 子 は 机の 前に、 整然と 構 

えながら 苦笑す る。 



「どう 遊ばし ましたの ご 

取 為 顔の 小間使に 向って、 

「聞きね え、 勇さん が、 ね、 おい ご 

おっしゃ ほほえ 

「あれ、 また、 乱暴な こと を 有 仰い ます ご と 微笑みな 

が ら、 道 は馴々 しく 窘 める が) J とくに 言 つ た。 

「御容 子に も 御身 分に もお 似合い 遊ばさない、 ぞんざ 

こと いけね 

いな 言ば つかし。 不可え だの、 居 やが る だの ッて、 そ 

こと 

んな言 は 御 邸の 車夫 だって、 部屋へ 下って 下の 者 同士 

でなければ 申しません。 本当に 不可ません お 道楽で ご 

ざ いますね え ご 

いけね かしこま 

「生意気な こと をい つたって、 不可え や、 畏 つてる 



な あ 冬の こッ た。 ござった の は 食物で みねえ、 夏向 は 

恐れる ぜご 

「そのお 口 だもの を、」 といって 驚いて 顔 を 見た。 

「黙って、 見る こッ た、 折角お 珍ら しいのに 言 句 をい つ 

ハ ンケチ 

てると 古くして しまう ご といいながら、 急いで 手 巾 を 

ほど つかみ こけ 

解いて、 縁の 上に 拡げた の は、 一 摑、 青い 苔の 生えた 

濡土 である。 

のぞ 

勇 美 子 は 手 を 着いて、 醌 くように した。 眉 を 開いて、 

あて やか 

色 S ゾ J 、 

S きに 

「何です。 」 

滝 太 郎は背 を 向けて ぐつ と 澄まし、 



げに、 向 直って、 

「お 嬢 様、 お茶 を 入れて 参りましょう ご 

勇 美 子 は 余念な く 滝 太郎の 贈物 を視 めて いた。 

n 才ヒィ 

「珈琲に いたしましょう かご 

「ああ、」 

「ラムネ を 取りに 遣わしましょう かご 

「ああ、」 とば かりで、 これ も 一向に 取合わな いので、 

小間使 は 誠に 張 合が なく、 

「それで は、」 といって 我ながら 訳 も 解らず、 あやふや 

に 立とうと する。 

「首 J、」 



「見ね え ご 

わきめ ふ 

勇 美 子 は 傍目 も 触らない でいた。 

しばらくして 滝 太 郎は大 得意の 色 を 表して、 莞爾と 

- 1 - J -ノ」 

微笑み、 

「ほら、 ね、 どうだい、 だから 難 有う ッて、 そう 言い 

ねえな ご 

「どこから ご といって 勇 美 子 は 嬉しそうな、 そして 

つむり みみもと にじ 

頭 を 下げて いたせいで あろう、 耳朶に 少し 汗が 染ん で、 

まぶち 

眶 の 染まった 顔 を 上げた。 

「どこから です、 」 

「え、」 と 滝 太 郎はー li 淀んで、 面の 色が 動いた が、 やが 



しかり、 名 も 形 も 性質 も 知らないで、 湿地の 苔の 中 

に 隠れ 生えて、 虫 を 捕獲す るの を 発見した。 滝 太郎が 

もの を 見る 力 は、 また 多と すべき ものである。 あら か 

ほ ん 

じめ 〔# 「あらかじめ」 は 底本で は 「あから じめ 匕 童 I 籍に 

就いて、 その 名 を 心得、 その 形 を 知って、 且つい かな 

る処で 得らる るか を 学んで いるもの にも、 容易に 求獮 

られ ない 奇品 である こと を 思い出した 勇 美 子 は、 滝 太 

郎が この 苔に 就いて、 いまだ かって 何等の 知識 もない 

ことに 考え 到って、 越 中の 国富 山の 一箇所で、 しかも 

薄暗い 処 でなければ 産し ない、 それだけ 目に 着き やす 

からぬ 不思議な 草 を、 不用意に して 採集して 来た こと 



わな ふみこ いくじ いまいま 

つい とんだ 羈 に蹈 込んだ さ、 意気地 はない な、 忌々 し 

いご 

う ち ま ま え 

と さりげなく 打頰 笑む。 これに 心 を 安んじた か、 お 

雪 もや や 色 を 直して、 

「どうぞ まあ、 お 医者 様 を 内へ お呼び 申す ことにして 

あなた はお 寝って、 何にもし ないで いらっしゃ るよう 

にしたい もので) y ざ いますね。 」 

さ き 

「それ は 何、 懇意な 男 だから、 先方で もそう 言って く 

ひま 

れる けれども、 上手な だけ 流行る ので 隙と いっち や あ 

ない 様子、 それ も 気の毒 じゃある し、 何、 寝て いる ほ 

どの 事 もな いんだよ ご 



「でも、 随分お 悪い ようです よ。 そして あの、 お 帰途 

に 湯に でもお 入りな すった の ご 

考えて、 

「え、 なぜね ご 

つむり 

「お 頭が 濡れて おります もの ご 

「む、 何ね、 そうか、 濡れて るか、 そうだろう 〔# 「そ 

ひや 

うだろう」 は 底本で は 「そうだら う」 r 医者が 冷して くれ 

なじ いいひらき 

たから ご と、 詰られて 言 開 をす る 者の ような 弱い 調 

子で、 努めて 平気 を 装って 言った。 

「冷し ますと、 お 薬になる ん です かご と袂を 持つ 手に 

力が 入る と、 男 は 心 着いて 探って みたが、 苦笑して 



男女が 前後して 総 曲 輪へ 出て、 この 町の 角 を 横切つ 

ゆきき まじ こども 

て、 往来の 早い 人中に 交って 見えなくなる と、 小児が 

また 四 五 人 一団に なって 顕れ たが、 ばらばらと 龃け 

もと しゃが 

て 来て、 左右に 分れて、 旧の ごとく 軒下に 蹲んで 隠れ 

た。 

くも 、- せわ 

月の 色 はや や 青く、 蜘蛛 は その 囲 を 営む のに 忙しい。 

はたご まち とお リ 

その 時 旅籠 町の 通の 方から、 同じ この 小路 を 抜け 

ようとして、 薄暗い 中に 入って 来たの は、 一人の 美少 

年。 

うつむ 

パナマの 帽を前 下り、 目 も 隠れる ほど 深く 俯向いた 

が、 口笛 を 吹く でもな く、 右の 指の節 を 唇に 当て、 素 



くちもと あいきょう 

目 は 極めて 優しく、 口許に も 愛嬌が あって、 柔和な、 

大人し やかな、 気高い、 可 懐し いものであった から、 

南無 三 仕損じた か、 逃 後れて 間 拍子 を 失った 悪戯者。 

こいつ はばたき くく 

此奴 羽搏 をし ない 雁 だ、 と 高 を 括って 図々 しゃ。 

「ええ、 そっち を 引 張ん ねえ ご 

「下へ、 下へ、」 

ゆる くぐ 

「弛めて、 潜らせ やい ご 

「卷 付けろ ご 

遊軍に 控えた のまで 手 を 添えて、 搦め 倒そうと する 

糸が 乱れて、 網の 目の ように、 裾、 抉、 帯へ 来て、 懸っ 

はず まと たたず 

て は 脱れ、 また 纏う の を、 身動き もしないで、 \ィ んで、 



また 

というの が、 今 も 小雨の 降る 夜が 更ける と、 樹の 股に 

かか よあきんど はばか 

懸る というから、 縁起 を 祝う 夜商人 は 忌み 憚 つて、 こ 

こへ 露店 を 出しても、 稷の下 は 四方 を 丸く 明けて 避け 

ならわし 

る 習慣。 

あきない みせ おびた だ が す ランプ 

片側の 商 店の、 夥 しい、 瓦斯、 洋燈の 灯と、 露 

店の かん てらが 薄く ちらちらと 黄昏の 光 を 放って、 水 

打った 跡 を、 浴衣 着、 団扇 を 手に した、 手拭 を 提げた 

そぞろあるき ゆきち が たちかわ にギ. I や あかる 

漫歩の 人 通、 行 交い、 立換 つて 賑 かな 明い 中に、 

こずえ ほうほう 

稷の梢 は 蓬々 としてもの 寂しく、 風が 渡る 根 際に、 何 

あきんど 

者 かこれ 店 を 拡げて、 薄暗く 控えた 商人 あり。 

やせが 

ともす ると、 ここへ、 痩 枯れた 坊主の 易者が 出る が、 



めっき 

「へい、 鍍金 は 鍍金、 ガ ラハギ はガラ ハギ、 品物に 品 

が 備わ リ ませぬ で、 一目 見て ちゃんと 知れる。 どこへ 

いかもの 

出しても 偽物で ございま すが、 手前 商います る 銀 流し 

うしろ 

を 少々、 」 と 言い かけて、 膝に 着いた 手 を 後へ引き、 

いちねん あおむ 

煙管 を 差 置いて 箱の 中の 粉 を 一 捻し、 指 を 仰向けて、 

前へ 出して、 つらり と 見せた。 

わずか つま ハンケ チ きれ 

「ほんの 纔 ばかり、 一 撮み、 手 巾、 お 手拭の 端、 切ッ 

屑、 お 鼻紙、 お 手許お 有 合せの 柔 かなものに ちょいと 

つけて、」 

おんな ぼろきれ 

婦人 は 絹の 檻褸切 〔# 「襤褸 切」 は 底本で は 「檻 棲 切 匕 

くだん うつむ 

に 件の 粉 を 包んで、 俯向いて、 真鍮の 板金 を 取った。 



ける ものが あった。 

おんな ぬし 

婦人 は その 声の 主 を 見 透そうと する ごとく、 人 顔 を 

にっこり のべた 

じろ りと 見廻 わし、 黙って 莞爾 して、 また 陳 立てる。 

「さあさあ 召して 下さい、 召して 下さいよ。 御 当地 は 

薬が 名物、 津々 浦々 まで も 効能が 行渡 るんで ございま 

すがね、 こればかり は 看板 を 掛けち や 売らない のです 

ぎんな がし 

よ。 一 家 秘法の 銀 流、 はい、 やい、 お 立 合のお 方 は 御 

遠慮なく、 お 持 合せ 〔# 「お 持 合せ」 は 底本で は 「お 待合 

かん ざし ため 

せ 匕 のお 煙管な り、 お 簪 なリ、 これへ 出して お 験し 

なぐさみ 

なさい まし、 目の前で 銀に してお 慰 に 見せましょう 

御 遠慮に は 及びません ご 



「これです かいご 

「ちょいと 遣って おくん なご 

「結構じゃありません かね ご 

「お 銭が なくつ ちゃ あや 可ね え か、 ここに や 持って い 

ねえんだ が、 可かったら つけて くんね え。 後で 持た し 

て 寄越す ぜご 

うち- 

と 真顔で いう、 言葉つ き、 顔形、 目の 中 を じっと見 

る 力ら 

けち のぞみ 

「そんな 吝じゃ ァぁリ ません や。 お 望なら、 どれ、 附 

おんな まぶ 

けて 上げましょう ご と 婦人 は 切の 端に 銀 流 を 塗して、 

そ つ 

滝 太 郎の手 を密と 取った。 



る。 押えて 動かさず、 

「ま、 もうち つと 辛抱 をなさい ましな、 これから 裏の 

方 を 磨き ましょうね ご 

婦人 はこうい いつつ、 ちらちらと 目 をつ けて、 指環 

みな リ あたま つまさき きつ 

の 形、 顔、 服装、 天窓から 爪先まで、 屹と 見て はさり 

げ なく 装う の を、 滝太郎 は独リ 見て取って、 何 か 憚る 

処 あるら しく、 一度 は 一度、 婦人が 黒い 目で 睨む 数の 

かさな り おのれ きた 

重る に 従うて、 次第に 暗々 裡に己 を 襲う ものが 来り、 

ちかつ たえがた 

近いて 迫る ように 覚えて、 今 は ほとんど 耐 難くな つ 

おんな 

たと 見え、 知らず知らず 左の 手が、 片手 その 婦人に 持 

かか そ； D 

たれた 腕に 懸 つて、 力 を 添えて 放そうと する。 肩は聳 



ぬつ と 出ようと いう 凄い 寸法の 処柄、 宵の口 はかえ つ 

ひ つ そリ うしろ す さ 

て 寂寞して いる。 —— 一軒の 格子戸 を 背後へ 退った。 

さ さ ぺ 

, J れ は 雀 部 多 磨 太と いって、 警部 長な にがし 氏の 令 

こ ころあい 

息で、 島 野と は 心 合の 朋友で ある。 

箱 を 差した ように 両人 気 はしつ くり 合つ てる けれど 

ひととなり 

も、 その為 人 は 大いに 違って、 島 野 は、 すべて、 コス 

シガレット ステッキ ゴムぐ つ 

メ チック、 香水、 巻 莨、 洋杖、 護謨 靴と いう 才子 肌。 

しろ さつ ま すそみ じか 

多 磨 太 は白薩 摩の やや 汚れた る を 裾 短に 着て、 紺染 

へ こおび かたむす び うでまくり もすそ 

の 兵児帯 を 前 下りの 堅 結、 両方 腕 捲 をした 上に、 裳 

つまみ あ 

を 撮 上げた 豪傑 造り。 五分 刈に して 芋の ように ころ こ 

ろと 肥えた 様子 は、 西郷の 銅像に 肖て、 そして 形の 低 



くらわしてから、 親 ども を 呼出して 引渡した。 はは は、 

元来 東洋の 形勢 日に 非なる の 時に 当って、 植 込の 下で 

ふらち 

密会す るなん ざ、 不埒 至極 じ やからな ご 

「罪な こッ たね、 悪い 悪戯 だ、」 と 言 懸けて 島 野 は 前後 

ステッキ とど 

を 見て、 杖 を 突いた、 辻の 角で 歩 を 停めた ので。 

「どこへ 行こう かね ご 

こずえ 

禝の梢 は 人の 家の 物干の 上に、 ここから も 仰いで 

見/ ら るる。 

ひやか 

「総 曲 輪へ 出て 素 見そう か。 まあ 来い あそこの 小間物 

屋の 女房に も、 ちょいと 印が 付いて おる じ や ご 

「行き届いた もんです なご 



わびすまい お 

後 はこの 侘 住居に、 拓と阿 雪との 二人の み。 拓は見 

たより 

るが) J とく 目 を 煩 つ て、 何 をす る 便 もな いので、 うら 

たて ひ 

若い 身で 病人 を 達 引いて、 兄の 留守 を 支えて いる。 お 

雪 は 相 馬 氏の 孤児で、 父 はかって 地方裁判所に、 明 決、 

ほまれ 

快 断の 誉 ある 名士で あつたが、 かって 死刑 を 宣告し 

むすめ しょう 

た 罪 囚の女 を、 心 着かず 入れて 妾と して、 それが た 

すま い こおく 

めに 暗殺され た。 この 住居 は 父が 静を 養うた めに 古屋 

あがな かつたい 

を購 つた 別業の 荒れた ので ある。 近所に、 癩病 医者 

だと 人 はいう が、 漢方医の ある、 その 隣家の 荒物屋で 

駄菓子、 油、 蚊 遣 香まで も 商って いる 婆さんが 来て、 

瓦 鉢の 欠けた 中へ、 杉の 枯葉 を 突 込んで 燻しながら、 



庭先に 屈んで いるが、 これ はまた お雪と いうと、 孫 も 

子 も 一所に して、 乳で 育てた ものの ように 可愛くて な 

らな いので。 

もと ゆや ど 

一体、 ここ は 旧 山の 裾の 温泉宿の 一 廓であった、 今 

も 湯の 谷と いう 名が 残って いる。 元 治 年間 立山に 山 

崩が あつ て 洪水の 時から はたと 湧かな くな つ た。 

いでゆ やぶ だた み 

温泉の 口 は、 お雪が 花 を 貯えて おく 庭の 奥の 藪 畳の 

ほらあな 

蔭に ある 洞穴で ある ことまで、 忘れぬ 夢の ように 覚え 

ている、 谷の 主と も^いつべき 居て つきの 媼、 いつも 

その 昔の 繁華 を 語って 落涙す る。 今 はた だ 蚊が 名物で、 

まち きくず た 

湯の 谷と いえば、 巿の者 は 蚊 だと 思う。 木屑な ど を 焼 



※ 〔# 「火+ 發」、 262-14〕 とする 下火の 影に、 その 髪 は 

白く、 顔 は 赤い。 黄昏の 色 は 一 面に 裏山 を 籠め て 庭に 

力 力 

^^わり 

かざ 

若 山 は 半面に 団扇 を 翳して、 

こちら 

「当地で 黒百合の あるの は どこ だと か 言った つけな ご 

十八 

「ねえ、 お婆さん ご 

お雪 は、 黒百合が 富 山に ある、 場所の 答 を、 婆さん 

に 譲って、 其方 を 見た。 



湯の 谷の 主 は 習わず して 自 から 這般の 問に 応ずべ 

き、 経験と 知識と を 有して いるので、 

い わ たき 

「はい、 石 滝の 奥に は 咲く そうで ござります ご 

若 山 は 静かに 目 を 眠 つ たま ま、 

「どんな 処 です かご 

「蛍の 名所な のね ご とお 雪 は 引取る。 

「ええ、 その 入口 迄 は 女子供 も 参ります る、 夏の 遊山 

かか そうめん 

場で な、 お前 様。 お茶 屋も懸 つてお リ まする で、 素麵、 

ところてん ひやし もの 

白玉、 心太な ど 冷 物 も ござり ますが、 一 坂 越える と、 

滝が) J ざり ます。 そこまで も 夜分 参る もの は少 い 位で、 

その 奥山と 申します と、 今 身 を 投げよう とする もので 



田※ 〔# 「なべぶた \ (田 + 久 )」、 264-S も 広々 としてい 

つも 明う ござります ほど、 石 滝 は 陰気 じ やで、 そのせ 

いで も ござりましょう か、 評判の 魔 所で、 お前 様、 つ 

ためし 

いし か 入った ものの 無事に 帰りました 例 は ござり ま 

せぬ よご 

「その 奥に 黒百合が あるんで すッ て、」 お雪 は 婆さん 

ことば 

の 言 を 取って、 確め てこれ を 男に 告げた。 

若 山 はや やあって、 

「そり やきつと あるな、 その 色と いい、 形と いい、 そ 

れ から その 昔からの 言い 伝 で、 何 か 黒百合と いえば 

まつ つや 

因縁 事の 絡 わった、 美しい、 黒い、 艷を 持った、 紫色 



白い 烏が 守れば といって、 若い 女が、 どうして 滝まで 

行かれます もの か。 取りに でも 行く 気 か なぞと、 問 

わつ しゃる さえ 気が 知れ ませぬ て や。 ぷ ッ、」 と、 おど 

けたよう な 顔 をして 婆 は 消え かかった 蚊 遣 を 吹いた。 

杉 葉の 瓦 鉢の 底に 赤く 残って、 烟も 立たず 燃え 尽し 

ぬ。 

ぁリ がと 

「お婆さん、 御 深切に 難 有う ご 

おも 〈- 

とうつ かり 物 思に 沈んで いたお 雪 は、 心 着いて 礼 

をい う。 

「あい あい、 何の。 もう、 お 大事に なされ ませ、 今に 

また あの 犬 を 連れた 可 厭し いお 客が ござ つ て 迷惑なら、 



おもて 

という。 戸外で は 幼い 声で、 II 蛍 来い、 山 見て 来い、 

あんど 

行 燈の光 をち よいと 見て 来い！ 

「これこれ 暗くな つた。 天狗 様が 攫わつ しゃる に 寝つ 

かえ リ かどぐち おど 

しゃい ご と 帰途が けに 門口で 小児 を 威しながら、 婆 さ 

おのれ わらじ くぐ 

んは 留守に した 己の 店の、 草鞋の 下 を 潜って 入った。 

ひとわたり 

草履 を 土間に 脱いで、 一渡 店の 売 物に 目 を 配る と、 

まんなか つる ランプ 

真中に 釣した 古い ブリキの 笠の 洋燈は 暗い が、 駄菓子 

にも 飴に も、 鼠 は 着かなかった、 がたりと いう 音 もな 

し、 納戸の 暗がり は 細流の ような 蚊の 声で、 耳の 底に 

響く ばかりな り。 

おそろ うな リ つぶや けんぐち へだて 

「可 恐し い 唸 じ やな ごと 眩いて、 一間 口の 隔の障 



を かさかさ) j そり，》 j そりと 遣る。 

「可い から、 可い から ご といって、 しばらく すると 膝 

-t,.; ま 、/ 

を 立直した 気勢が した。 

「近所の 静まる まで、 もうち つと 灯 を 点けない でお 

けよ ご 

「へいご 

のぞ うるさ 

r 視 くと 煩 いや ご 

「それで は 蚊帳 を 釣って 進ぜ ましよ ご 

「何、 おいら、 直ぐ 出掛けようかと も 思って るんだ ご 

「可い ように さ つし やり ませ ご 

「ああ、 それから 待ちね えこう だと、 今に 一 人 t 家へ 



傍の 騒し いの にもかかわらず、 森と した 藪 蔭に、 細い、 

青い 光物が 見えた ので。 

「ああ、 これから 先 はよ く あるが、 淋しい もんだ よご 

と 力なげ に 団扇 持 つ た 手 を 下げて、 

「今 も 婆さんが 深切に 言って くれたが、 お雪さん、 人 

が 悪い という 処へ 推して 行く の はや 可ない。 何も、 

ばけもの つか 

妖 物が 出る の、 魔が 摑 むのと いう こと は、 目の前に あ 

ると も 思わない が、 昔から まるで 手 も 足 も 入れない 処 

じゃあ、 人の 知らない 毒虫が 居て 刺そう も 知れず、 地 

の 工合で 蹈 むと 崩れる ような ことがない とも 限らない 

ゝ ？ o 

力、 ら 」 



どうき すべ 

せず、 動悸の する まで 立 廻って、 手 を、 にらした、 蛍 は、 

かえって その 頭の 上 を 飛ぶ もの を、 振 仰いで 見ようと 

ひや や 

もせぬ、 男の 冷 かさ。 見当違いに 団扇 を 出して、 大き 

あかん ぼ 

な 嬰児 だとい つて 笑った が、 声 も 何となく もの 淋しい。 

お雪 は 草の 中に すッ くと 立って、 じっと 男の 方 を視め 

つまさき ひっかえ 

たが、 爪先 を 軽く、 するすると 縁側に 引返して、 もの 

ありげ に こうつん とした 事 は 今までに はな か つ た 

が II 黙って 柄の 方から 団扇 を 受取り、 手 を 返して、 

つまだ ひるがえ 

爪立って、 廂を 払う と、 ふッと 消えた、 光 は 飜 した 

ほ な 力. W 

団扇の 絵の、 滝の 上 を 這うて その 流 も 動く 風情。 

みまも ほつ つ 

お雪 は瞻 つて、 吻と息 を 吐いて、 また 腰 を 懸けて、 



意気地なし のしみ つたれ じゃァ ある けれども ご 

お雪の 泣 声が 耳 にんる と、 若 山 は、 口に 蓋 をされ た 

ようになつ て 黙った。 

二十 二 

「お雪さん ご 

ややあって 男 は 改めて 言って、 この 時 はもう、 声 も 

常の 優しい 落着いた 調子に 復し、 

「お雪さん、 泣いて るんで すか。 悪かった、 悪かった。 

まこと 

真 を 一一 一一 n えば お前さんに 心配 を 懸ける のが 気の毒で、 



だ 総 曲 輪で お転びな すった 時、 どうも 御 様子が 解り ま 

せん、 お湯に お入りなさい ましたと は 受取り 難う) J ざ 

います もの、 往来です から 黙って 帰りました。 が、 そ 

れ から 気 を 着けて、 お 知合のお 医者 様へ いらっしゃる 

というの は噓 で、 石 滝の こちらのお 不動 様の 發窟の 清 

つむり ひや 

水へ、 お 頭 を 冷し においで なさい ますの も、 存じて お 

ります。 不自由な 中で ございま すから、 お 怨み 申し ま 

した 処で、 唯今 はお 薬 を 思うよう に 差 上げます こと も 

出来ません が、 あの …… 」 

と 言 懸けて 身 を 正しく、 お雪 は あたかも 誓 うが ごと 

くに、 



ま つ くら 

「真暗 だな ご 

例の 洋杖を こっこつ 突いて、 土間に 突立った の は 島 

まち 

野 紳士。 今めかしく いうまでもない、 富 山の 巿で花 を 

売る 評判の 娘に 首っ丈であった のが、 勇 美姫 おん 目 を 

、p かた 

懸けさせ たまう ので、 毎日の ように 館に 来る、 近々 と 

おも.^ おそろ 

顔 を 見る、 口 も 利く というので、 思が 可 恐し くなる と 

なリ ひら たま 

この 男、 自分で は 業 平なん だから 耐ら ない。 

花屋の 庭 は 美しかろう、 散歩の 時 は 寄って みるよ、 

情郎は 居ない か、 その 節 邪魔に すると 棄 置かん よ、 な 

おお きりこ おくめん 

どと 大上段に 斬 込んで、 臆面もなく 遊びに 来て、 最初 

は 娘の 謂う ごとく、 若 山 を 兄 だと 思って いた。 



あせ 

「暗い じゃあな いか、 おい、 おい ご とた だ忙 る。 

「はい、」 と 潤んだ 含 声の 優しい のが 聞え ると、 ※ 〔# 

マッチ す たいまつ まっくら 

「火 + 發」、 276-15〕 と摺附 木を摺 る。 小さな 松 火 は 真暗 

力 力 

な 中に、 火鉢の 前に、 壁の 隅に、 手拭の 懸 つた 下に、 

ランプ ほ や きれい てら 

中腰で 洋燈の 火屋 を 持 つたお 雪の 姿 を 鮮麗に 照し 出し 

なごり ゆ とん ひやひや 

た。 その 名残に 奥の 部屋の 古びた 油団が 冷々 と 見えて、 

突 抜けの 縁の 柱に は、 男の 薄暗い 形が 顕われる。 

にら ステッキ まっすぐ つった 

島 野 は 睨み 見て、 洋杖 と共に 真直に 動かず 突立つ。 

お雪 は 小 洋燈に 灯 を 移して、 摺附木 を 火鉢の 中へ 棄て 

びん おくれげ か い あ あがりが まち 

た 手で 鬢の後 毛を搔 上げ ざま、 向 直る と、 はや 上 框、 

そのまま 忙しく 出迎えた。 



ちょいと 手 を 支いて、 

「まあ、 どうも ご 

「 」 島 野 は 目の色 も 尋常なら ず、 尖った 鼻 を 

い き 

横に 向けて、 ふんと 呼吸 をした ばかり。 

「失礼、 さあ、 お上りなさい まし、 取 散らかしまして、 

む そ きま あた リ みまわ 

汚穢う ございま すが、」 と極リ 悪げ に 四辺 を 朐 すの を、 

うしろ わ るず い 

後の 男に 心 を 取られて する ように 悪 推す る、 島 野 は 

ますます 憤って、 口 も 利かず。 

(無言な り。) 

おそ 

「ぉ晚 うご ざいました のね ご と 何やら つかぬこと を 

しかた ほほえ 

言って、 為 方な しにお 雪 は 微笑む。 



総 曲 輪へ 芝居に でも 誘われ さっせえ たか。 はての、」 

や ほこり 

と 目 を 遣る と、 片 蔭に 洋服の 長い 姿、 貧乏 町の 埃が 

懸る といった ように、 四辺 を 払って 島 野が \ィ む。 

南無 三 悪い 奴と 婆さん は 察した から、 

「何に せい、 夜分 出歩 行く の は、 若い 人に 良くない て 

や、 留守の 気 を 着ける のが 面倒な ではない けれども、 

大概なら 止に さ つ しゃる が 可かろう にご 

と 目で 知らせながら、 さあらず 言う。 

あえもの ちょう 

「いえ、 お 召なん でございます。 四十 物 町のお 邸から、 

用が ある ッて、 そう 有 仰る ので ございま すから ご 

とくい 

「四十 物 町のお 花 主と いうと、 何、 知事 様のお 邸だッ 



ずッと 寄つ て、 肩 を 並べ、 

「何も そんなに 胸まで どきつ かせる に は 当らない、 大 

い いひと 

した 用で もなかろ うよ。 たかがお 前 この頃 情人が 出来 

たそう だね、 お 目出度い ことよ 位な こと を われる ば 

かりさ ご 

いや 

「厭で ございます。」 

「厭 だって 仕方がない、 何も 情人が 出来た のに 御 祝儀 

をい われる たッ て、 弱る こと はない じゃあな いか。 ふ 

ん、 結構な こと さね、 ふん、」 

い き 

と 呼吸が はずむ。 

「ほんとうで ございま すか。 I 



まあ 心配 をす る こと はない よ、 来た まえ！」 といって 

さっさつと 歩行き 出す。 お雪 は 驚いて、 追鎚 るよう に 

して、 

「貴下、 どちらへ 参る ん で) ，1 ざいます ご 

二十 六 

「心得て る さ、 ちっとも 気 あっかいの いらない ように 

あきや はたけ 

万事 取 計らう から 可い よ。 向う が 空屋で 両隣が 畠 で 

つんぼ 

な、 聾 の 婆さんが 一 人で 居る という 家が 一 軒、 …… ど 

ものすご けんべ い 

うだね、」 と 物凄い こと をい う。 この 紳士 は 権柄ず く 



にお ためご かし を 兼ねて、 且つ 色男なん だから 極めて 

計らいに くいので あります。 

勇 美 子の 用で も 何でもない。 大方 こんな ことと は 様 

子に も 悟って いたが、 打 着けに 言われた ので、 お雪 も 

今更ぎ よ つ とした。 

みち おそ 

「路も 遠う ございま すから、 晚 くな りましょう、 直ぐ 

あの、 お 邸の 方へ 参つ ちゃ あ ^ 可ません かご 

「何、 遠慮す る こと はな いさご 

これ だもの。 

にげかえ きっかけ 

「いいえ、」 といった ばかり。 お雪 は遁 帰る 機掛 もな し、 

声を立てる 数で もな し、 理窟 をい う 分に も 行かず、 急 



あに しょうがん 

「豈 しからん、 この美 肉 をよ、 貴様 一 人で 賞翫 してみ 

い、 たちまち 食傷して 生命に 係る ぞ。 じ やから 私が 

注意して、 あらかじめ 後 を 尾け て、 好意 一足の 藁 草履 

もた .5 た 

を 齎らし 来った 訳 じ や、 感謝して 可い なご 

かおつき 

島 野 は 苦々 しい 顔色で、 

「奢ります、 いずれ 奢る から、 まあ、 君、 君 だって、 

分って ましょう。 それ、 だから 奢ります よ、 奢ります 

よご 

「豚肉 は 不可 ぞご 

「ええ、 もうず つと そこ ン処 はね。」 

「问、 貴様の ずっと はずつ と 見当が 違う わい。 そのい 



え <; えへ えへ 

「しょ びくたって 何も 君、 まったく さ、 お嬢さんが 用 

が あるそう だ ご 

「嘘を吐け い、 誰 じ やと 思う か、 ああ。 貴公 目下の こ 

かどわかし さ ぎ 

の 行為 は、 公の 目から 見る と 拐帯 じ やよ、 詐偽じ やな。 

我輩 警察 のために 棄 置かん、 直ちに 貴公の その 額へ、 

白墨で、 輪 を 付けて、 交番へ 引 張る でな、 左様 思え、 

ま ま ま ま 」 

じょうだん い け 

「 串戯 をい つち や あ 不可ません ご 

しゃく わし 

「何、 構わず 遣る ぞ。 癩じ や、 第一 、 あの 美人 は、 私 

さき 

が 前へ 目 を 着けて、 その 一挙一動 を 探って、 兄 じ やと 



「ね、」 

(笑って 答えず。) 

うなず の 

多 磨 太 は 頷いて 身 を 退いて、 両雄い い 合わせた よ 

き つ 

うに 屹と お雪 を 見返った。 

こみち かぶ すそ 

径 に 被 さ つ た樹々 の 葉に、 さらさらと 渡 つ て、 裙か 

ひやひや はだ 

ら、 抉から 冷々 と膚に 染み 入る 夜の 風 は、 以心伝心 二 

ぞ つ あとさき 

人の 囁 を 伝えて、 お雪 は 思わず 戦悚 とした。 もう 前後 

わき ま そば 

も 弁えず、 しばらく も 傍に は 居た たまらなく なって、 

そのまま、 

つれ 

「島 野さん、 お 連 様 もお 見え 遊ばした し、 失礼いた し 

うち 

ますから、 お 嬢 様に は どうぞ、」 も 震え声で 口の 裡、 返 



くらわす。 此女 取調の 筋が あるで、 交番まで 引立てる、 

わし どいつ 

私 は 雀 部 じ やというて みい、 何奴 も ひょこひょこと 

こめつき むし 

米搗 虫よ ご 

「呑気な もの さね、」 と 澄まし 切って、 島 野 は 会心の 微 

笑 を 浮べた。 

「さあ、 行こう、 何も 冥，" 途へ 連れて行 くん じゃあない 

よ。 謂わば まあ 殿様のお 手が 着く といった ような もの 

さ。 どうして 雀 部 や 私 を 望んだ つて、 花 売なん ぞが、 

口 も 利かれる もん じゃあない、 難 有く 思う が 可 いさご 

法学 生の 堕落した のが、 上部 を 繕って る 衣 を 脱いだ 

狼と、 虎と で 引 挟み、 縛って 宙に 釣った より は 恐し い 



くつろ 

と 言って は、 夜昼 寛ぎに 来る ので、 里の 乳母の ように 

心安くな つ た。 ただ 風 変リな 貴公子 だとば かり 思 つ て 

はいるが、 —— その 時お 雪が 島 野に 引出され たの を 見 

ころげこ おんな 

て、 納戸へ 転 込んで 胸 を 打って 歎く ので、 一人の 婦人 

を 待つ といって 居合わせ たのが、 笑いながら 駆 出して 

湯の 谷から 救，" に 来たので あった。 

二十 九 

子爵 千 破 矢 滝太郎 は、 今年が 十九で、 十一 の 時まで 

たわら まち あかれん が くずや 

浅 草 俵 町の 質屋の 赤 煉瓦と、 屑屋の 横 窓との 間の 狭 



懸けて 削り 失く すよう な ものであるから、 近所で は 人 

目が ある、 浅 草へ 行って 蔵 前 辺に 屋台店で も 出して み 

つゆ かつ まし 

よう、 煮込お でんの 汁 を 吸っても、 渴 えて 死ぬ には增 

てまわり 

だとい う、 祖父の 繰 廻し で、 わずか 残った 手 廻の 道具 

うごき 

を 売って 動 をつ けて、 その 俵 町の 裏長屋へ 越して、 祖 

きな はんてんぎ やつ 

父 は 着 馴れぬ 半纏 被に 身を窶 して、 孫の手 を 引きな が 

おかちまち あた リ 

ら 佐竹ケ 原から 御徒町 辺の 古道具屋 を 見 歩いた が、 い 

-こ A ,c* こ" r* 

力 力. た 力ね 

ずれ も 高直 〔# 「高直」 は ママ〕 で 力及ばず、 ようよう 

竹 町の 路地の 角に、 黒板 塀に 附着け て 売 物と いう 札 を 

は ひとつ 

貼って あった、 屋台 を 一 個、 持主の 慈悲で 負けて もらつ 

て、 それから 小道具 を 買 揃えて、 いそいそ 俵 町に 曳ぃ 



- つな 

呻って おつかねえ 目 をす るよ、 恐い よ。 そこ を もーッ 

打つ ところり と 死ぬ さ。 でもね、 坊 はね、 あの はじめ 

の 内 は 手が 震えて ね、 そこで 止しち ゃッ たい。 今 じ や、 

化 猫 わけなし だと、 心得 澄した もので。 あれさ 妄念が 

おそろ 

可 恐し い、 化けて 出る からお 止しよ といえば、 だから 

坊 はね、 おいらの せいじゃ あない ぞッ て、 そう 言わ あ。 

滝太郎 はものの 命 を 取る 時に 限らず、 するな、 止せ、 

不可い と 人の いう こと を あえてす る 時 は、 手 を 動かし 

ながら、 幾た び も 俺の せいじゃない ぞと、 口癖の よう 

に い つも 言う。 

つま 

井戸端で 水 を 浴びたり、 合 長屋の 障子 を、 ト 唾で 破 



しかるに、 近所で は 美しい と、 しおら しいで 評判の 

ほめ もの ごう まこと 

誉 物だった 母親が、 毫も これ を 真と はしない。 ただ 

そうです か 済みませんと ばかり、 人前で は 当らず 障ら 

やさ 

ずに 挨拶 をして、 滝 や、 滝 やと 不断の 通リ 優しい声。 

はず ろうぜき 

それ も その 害、 滝 は 他に 向って 乱暴 狼藉 〔# ルビの 「ろ 

はばか にゅうこ 

うせき」 は 底本で は 「ろうせき 匕 を 極め、 揮らず 乳 虎の 

ふる おおき 

威 を 揮う にもかかわらず、 母親の 前で は大な 声で も 

ひと もし ころ 

の も 言わず、 灯 頃 辻の 方に 母親の 姿が 見える と、 駆 

ち る あし ぢレ- 

出して 行つ て 迎えて 帰る。 それから は 畳 を 歩行く 跫音 

おもかげ しの ひきだし 

もしない 位、 以前の 俤 の傯 ばる る 鏡台の 引出の 隅に 

こよ-つじ さき 

残った 猿 屋の小 楊枝の 尖で 字 をつ いて、 膝 も 崩さず 母 



かしこま 

親の 前に 畏 つて、 二 年 級のお さらい をす るの が 聞え 

ぉッ かさん 

る。 あれ だから 母親 は 本当に しないの だと、 隣近所 

では 切歯 をしても どかしが つた。 

学校 は 私立だった が、 先生 はまた なく 滝 太郎を 可愛 

つかみあい に 

がって、 一度 同級の 者と 摑合 をして 遁げて 帰って、 そ 

れッ きり、 登校 しないの を、 先生が わざわざ 母親の 留 

む 力 t ほか 

守に 迎に 来て 連れて行って、 そのために 先生 は 他の 

くし 

生徒の 父兄 等に 信用 を 失って、 席 札 は 櫛の 歯の 折れる 

こころ 

ように 透いて 無くなつ たが、 あえて 意 にも 留めないで、 

みどころ 

ますます 滝 太郎を 愛育した。 いかに か見処 があった の 

であろう。 



思った が、 逢い 違わなければ 可い と 思っての ご 

さ つ き 

「そう、 私 実は 先刻から ここに 居たん だよ。 路先を 

切って 何 か 始まった から、 田舎 は 田舎 だけに 古風な こ 

たびかせぎ つも リ まんなか 

と をす ると 思って ね、 旅 稼の 積で ぐッ とお 安く 真中 

へ 入って やろうかと 思って る処 へ、 お前さんが お出 だ 

から 見て いたの。 あい、 おかしく ッて 可う ござんした- 

おひれ 力た t じ t 力 

ここ いら じゃあ 尾鰭 を 振って、 肩 肱 を 怒らし そうな 年 

上な の を 二人まで、 手 もな く 追 帰した な あ 大出来 だ、 

ちょいと 煽いで やりた いわねえ、 滝さん お 手柄。」 

「馬鹿な こと を 謂つ てら あ、 何も こっちが 豪 いんじゃ 

あねえ。 島野ッ てね、 あの ひよ ろ 長え 奴が 意気地なし 



ので、 つい 見 はぐした よ、 どうした ろうご 

ベ っぴん 

「何 か、 あの 花 売の 別嬪 かご 

「高慢な こと をい うねえ、 花 売 だか 何だか ご 

「うむ、 あり やもう 疾 くに 帰った。 俺ら 可いて ことよ 

と受 合って 来た けれども、 不安心 だと 見えて あとから 

としょり あいさつ 

ついて 来たそう で、 老人 は 苦労性 だ。 挨拶 だの、 礼 だ 

どなた くせ つれだ 

の、 誰 方 だのと、 面倒臭え から、 ちょうど 可い、 連立 

たして、 さっさと 帰しち まった ご 

「何しろ 可かった ねえ。 暄嘩 になって、 また 指環で も 

ふりまわ 

揮 廻し はしない かと、 私 ははら はらして 見て いたんだ 

よ。 ほんと にお 前さん、 あれ を 滅多に K つち や あ 悪う 



んだ なご 

「へい、 欲しければ 買ったら 可 さそうな もん じゃあな 

レカ 」 

「それが ね、 ^ 可ね えんだ、 銭金ず くじ やな いんだつ 

てよ。 何でも 石 滝って 処を 奥へ 蹈込 むと、 ちょうど 今 

時分 咲いて る 花で、 きっと あるんだ そうだ けれど、 そ 

あたま 

こが また 大変な 処 でね、 天窓が 石の ような 猿の 神様が 

おそろし おおき わし 

住んで るの、 恐い 大な 鷲が 居る の、 それから 何 だつ 

みずかき 

て、 山ン中 だとい うに、 おかしい じゃあね え か、 水搔 

の ある 牛が 居る の、 種々 な こと をい つて、 まだ 昔から 

誰も 入った ことがない そうで、 どうして 取って来られ 



まくらもと 

時、 手 を 着いて 枕許に、 衣帯 を 解かず 看護した、 滝 太 

うなじ 

郎の頸 を 抱いて、 (お前 は 何でもし たいこと をお しょ、 

どんな ことで もお 前に はきつ と 出来る の だから、) と 

いった ッ きり、 もう 咽喉が すうす うとな つた。 

その上 また 母親 は あらかじめ 一 封の 書 を 認めて お 

いて、 不断 滝太郎 から 聞き取って、 その 自分の 信用 を 

失うて まで、 人の 忌 嫌う 我 児 を 愛育した 先生に 滝太郎 

の 手から 託さす るよう に 遺言して、 (私が 亡くな つ た 

後で、 もしも 富 山から だとい つ て 人が 尋ねて 来たら、 

この 手紙 を 渡して 下さい。 開けち や あや 可ません、 来 

なかった らば そのままで 波って 下さい、 きっとお 見懸 



け 申して お頼み 申します。) と 言わせた ので ある。 

た ことたが 

やや 一 月ば かり 経つ と、 その 言 違わず 果して 富 山 か 

ら だとい つ て 尋ねて 来たの が、 すなわち 当時の 家令で、 

のち 

先代に 託されて、 その 卒去の 後、 血統と いう ものが 絶 

えて 無い ので、 三年 間 千 破 矢 家を預 つていて 今 も 滝 

た つかわ しゅぜん 

太 郎を守 立 て てる 竜 川 守 膳と い う 漢学者。 

守 膳 は 学校の 先生 か ら 滝太郎 の 母親 の 遺書 を 受取 つ 

たが、 その 時 は 早 や 滝 太 郎が俵 町 を 去って 二月ば かり 

ふうさ い 

過ぎた 後であった ので、 泰山の ごとく 動かず、 風采、 

千 破 矢 家の 傳 たるに 足る 竜 川 守 膳が、 顔の 色 を 変えて 

血眼に なって、 その 捜索 を、 府下に おける 区々 の 警察 



えこう いん はかの まえ 

に 頼み 聞え ると、 両国 回向 院 のかの 鼠 小 憎の 墓前に、 

、ね わ. 1 リ あや レ 

居 眠 をして いた 小 憎が あった。 巡行の 巡査が 怪んで 

引立て、 最 寄の 警察で 取調べた のが、 俵 町の 裏長屋に 

居た それ だと 謂って 引渡された。 

田舎 は 厭 だと 駄々 を 捏ねる の を、 守 膳が 老功で 宥め 

すか ふ ゆるぎ ゆどの こ しらべ ひめ 

嫌し、 道中 土を蹈 まさず、 動 殿のお 湯殿 子 調 姫と い 

おか おやしらず 

う 扱いで、 中 仙 道 は 近道 だが、 船で も 陸で も 親 不知 を 

ぉぢ まわり 

越さねば ならぬ からと、 大事 を 取って、 大 廻に 東海道、 

敦賀、 福 井、 金 沢、 高 岡、 それから 富 山。 



湯の 谷の 神の 使 だとい う 白 烏 は、 朝 月夜にば かリ 

ま ^ 

稀に 見る ものが あると 伝えたり。 

ものの 音 は それで はない か。 時なら ず、 花屋が 庭 

つづき やぶ ひびき 

続の 藪の 際に、 かさ こそ、 かさ こそと 響 を 伝えて、 

すそ 

やや ありて 一 面に 広々 として 草 まばらな 赤土の 山の 裾 

へ、 残月の 影に 照らし 出された の は、 小さい 白い 塊で 

ある。 

その 描け るが ごとき 人の 姿 は、 薄 リと影 を 引いて、 

地の 上へ 黒い 線が 流る る ごとく、 一文字に 広場 を 横 

切って、 竹 藪 を 離れた と 思う と、 やがて 吹流しに 手拭 



途端に 紫の 光一 点、 ※ 〔# 「火+ 發」、 308-13〕 と 響い 

て、 早附 木を摺 つた。 洞の 中 は 広く、 滝太郎 はかえ つ 

て 寛いで 立って いる。 ほとんど その 半身 を蔽 うまで、 

うず だか いきいき こぼ あさみどり 

堆 い 草の葉 活々 として 冷たそう に 露 を 溢さぬ 浅翠 

もえぎ あか 

の 中に、 萌葱、 紅、 薄 黄色、 幻の ような 早 咲の 秋草が、 

色 も 鮮麗に 映って、 今 踏 込むべき 黒々 とした 土の 色 も 

見えた ので ある。 

はなむ ろ 

「花 室 かい、 綺麗 だね。」 

「入口 は 花 室 だ、 まだず つと 奥が あるよ。 これからつ 

き 当って 曲 るんだ、 待つ といで、 暗い からな ご 

燃え 尽 して 赤い 棒に なった 早附 木を棄 てて、 お 兼 を 



ひとごろし あねご 

人 殺 もし かねない 様子 じゃあな いかご さすがの 姉御 

ほらな か やみ ごうごう す さま 

も 洞 中の 闇に 処 して 轟々 たる 音の 凄じ さに、 奥へ 導 

かれる のを逡 巡して 言 つたが、 尋常な らぬ 光景に 感ず 

る 余り、 半ば は 滝 太郎に 戯れた ので。 

でお く 

「おいで、 さあ、 夜が 明ける と 人が 見る ぜ。 出 後れた 

と ■ つ：：. -ゅラ とちし 

日 にゃあ 一 日 逗留 だ、」 と 言いながら、 片手に 燈を 

釣って 片手で 袖 を 引く ようにして 連 込んだ。 お 兼 は 身 

を 任せて 引かれ 進む と、 言う がごと く 洞穴の 突 当リか 

ま つ くら 

ら 左へ 曲る 真暗な 処を 通って、 身 を 細う して 行く とた 

ちまち 広し。 

「まだまだ 深いの かいご 



「野暮 は 言わない、 私 だって 何も 素人 じゃあな し、 お 

前さん の 病な 事 も 知って るから、 今めかしい 意見 をす 

どろぼう 

るん じ やない が、 世の中に や もッと 面白い 盗賊の しょ 

うが ありそうな もんじ やない か。 時計 だの、 金 だの、 

お前さんが 嬉しが つ て 手柄そう にこ こに 並べ て 置く も 

jj- ち ました 

の は、 こり や 何 だい！ 私に 言わせる と吝 さ、 端のお 

いくら ダイヤモンド 

鳥目で ざら 幾 干で も ある もんだ。 金剛石 だって、 高々 

しま よく かたまり 

人間が 大事が つて 秘 つてお くもんだ よ、 慾の 固 だね _ 

たま 

金と 灰 吹 は 溜る ほど 汚い というが、 その 宝 を 盗んで 来 

ごみため おんな じ 

るの は、 塵芥 溜から 食べ 荒し を ほじく リ 出す 犬と 同一 

だね、 小 汚ない。 



ただ それ は 難 かしい。 島へ 行く に は 船 もい ろうし、 

山の 奥へ 入る に は 野宿 だってし なけり やならない。 お 

か ね わがまま 

前さん はお 金子が 自由だろう、 我儘が 出来る じゃあな 

とお リ きもた ま おおき 

いか。 気象 は その 通 だし、 胆玉 は大 いし、 体 は 鍛え 

て ある、 まあ、 第一、 その 目つ きが 容易 じゃあない。 

火に 焼れ ず、 水に 溺れず といった ような 好運が あるよ 

すき おつかさん 

うだ。 好な ことが 何でも 出来る ッて、 母 様が 折紙 を 

つけて 下す つた 体 だよ、 私が 見ても 違い はない ね。 

金目の 懸 つた 宝なん ざ、 人が 大切が つて 惜しむ もの 

► J しぎ ん ちゃく 

で、 歩る くに も 坐る にも 腰巾着に つけて いようが、 

鎖 を 下ろして おこうが、 土の 中へ 埋めて あろうが、 私 



四十 

「もう 夜 明 だ、 姉 や、 分った い、 うむ、 早く 出よう。 

そして、 おいらもう、 この 穴へ は 入るまい ご 

滝 太郎は 決然と して 答えた。 お 兼 は 嬉しげ に 手 を 

取って、 

「滝さん、 それでこそ お前さん だ、 ああ、 富 山 じゃあ 

い かげ さま たちば *ぇ 

良い 事 をした、 お 庇 様で 発程栄 がする ご 

「お前、 もうち つと こっちに 居て くんね えな。 おいら 

すき なんに 

勝手に 好な 真似 はして る けれど、 友達 も 何も あり や 

つま 

しない やな。 本当 は 心細く ッて、 一向 詰らな いんだ 



破目 や 節穴の 多い 板戸の 前 を 抜けて、 総 井戸の 釣瓶が 

しずく きれ は 

しとしとと 落つ る 短夜の I 卞も まだ 切 果てず、 小 家が 

ちなる 軒に 蚊の 声の あわただしい 湯の 谷 を 出て、 総 曲 

ひとすじ こみち 

輪まで 一条の 径に かかり、 空 を 包んだ 木の下に 隠れ 

て 見え なくなった。 

「それじゃ あ 滝さん、 もう、 ここから 帰って おくれ、 

ちょうど 人目に も かからないで 済んだ ご 

あさま だき 

早朝 町はずれへ 来て、 お 兼 は 神 通 川に 架した 神 通 

たもと たちどま ゆくて 

橋の 抉 で 立 停った ので ある。 雲の ごとき は 前途の 山、 

けぷリ まちなか 

煙の ような は、 巿 中の 最高 処 にあって、 ここに も 見ら 

しろあと 

るる 城址の 森で ある。 名に し 負う 神 通 二百 八 間の 橋 を、 



まんなか J きた 

真中 頃から 吹 断って、 隣国の 方へ 山道 を かけて 深々 と 

あさもや あさひ 

包んだ 朝靄 は、 高く 楊って 旭 を 遮り、 低く 垂れて 水 を 

しののめ ながれ 

隠した。 色 も 一 様の 東雲に、 流 の 音 はた だ どうどうと、 

あしもと 

足 許に 沈んで 響く。 

かしら ぎぼうし 

お 兼 は 立 去り あえず 頭 を 垂れた が、 つと 擬宝珠の 

むと かかえ 

ついた、 一抱に 余る 古びた 橋の 欄干に 目 をつ けて、 

えんぜん 

嫣 然として、 振 返って、 

「ちょいと 滝さん、 見せる ものが ある。 ね、 この 欄干 

を 御覧、 種々 な 四角い もの だの、 丸い もの だの、 削つ 

た 爪の 跡 だの、 朱 だの、 墨 だので 印が つけて ある だろ 

かたみ 

う、 どうだい、 これ を 記念に 置いて 行こう かご 



かぎ いかめ 

は 向い合って 二 軒、 蔵屋、 鍵屋と 名ば かり 厳しい、 蛍 

すずみ でぢ やや おないどし 

狩、 涼 を あての 出 茶屋が 二 軒、 十八になる 同一 年紀の 

評判 娘が 両方に 居て、 負け じと 意気 張って 競争す る、 

うぐ いす ほととぎす 

声 も 鶯、 時鳥。 

「お休みなさい まし、 お懸けなさい まし ご 

四十 二 

しょ 1 つぎ 

その 蔵屋 という 方の 床几に、 腰 を 懸けた の は 島野紳 

士、 ここに 名物の 吹 上の 水に 対し、 上衣 を 取って 涼 を 

胁れ ながら、 硝子 盃を 手に して、 



島 野 は 硝子 盃を 下に 置いた。 

「うむ、 そして 誰か 入った ものが あるの かね ご 

しょ い あげ わらじ は 

「今朝 ほど、 背負 上 を 高く いたして、 草鞋 を 穿き まし 

てね、 花籃を 担ぎました、 容 子の i| い、 美しい 姉さん 

が、 あの 小さな お 扇子 を 手に 持って、」 と言懸 ると、 何 

かくし ひら ぼね 

と 心得た もの か、 紳士 は 衣袋の 間から 一 本 平 骨の 扇子 

を 抜 出して、 胸の 辺り を、 さや さや。 

「は あ、 それが 入った のか ご 

あなた 

「さようで ございます。 その 姉さん は 貴方、 こないだ 

から、 昼間 参りましたり、 晚方 来ました りいた しまし 

て は、 この辺 を 胡乱々々 して、 行ったり来たり してい 



「ちょ ッ、 しょうがな いなご 

「貴方 御存じの方 なんです かご 

「うむ、 何 だよ、 その 娘の 跡 を跟け まわして な、 から 

いや やまいぬ 

厭 がられ 切って る 癖に、 狂犬の ような 奴 だ、 来た かい！ 

うぬ 

弱った な、 どうも、 汝 一 人で ご 

「何で) ，- ざいます。 」 

「いえさ、 連 は 無かった のか ご 

四十 三 

「ただお 一 人で ございま したよ、 豪そう なお 方なん で 



し - 1 みづ え 

す。 それに 仕込 杖なん ぞ 持って いらっしゃいました か 

きき い 

ら、 私達が かれこれ 申 上げた 処で、 とてもお 肯 入れ は 

なさります まいと、 そう 思いまして 黙って 見て おり ま 

したが、 無事 にお 帰りな されば 可う ございま すがね ご 

島 野 は 冷然と して、 

「何、 犬に 食われて 死 にゃあ 可 いんだ ご 

「だ つ て、 姉さん はお 可哀 そうじゃ ございません かご 

「そり やお 互 様よ ご 

「あれ、 お 安く ございません のね。 でも、 あの、 二度 

ある こと は 三度と やら 申します から、 今日の 内 また 誰 

かお 入りな さり はしまい かと 言って、 内の 父 様 も 案 



女に かかり 合って いるば かりが 芸 じゃあね ぇぜ。 どう 

だ、 色男 ご と 高慢な こと を 罪 もな くいって、 滝 太郎は 

I - ;- I - ;- ふ 八 

微笑んだ。 

うち きま リ 

「失敬な ご も 口の 裡で、 島 野 は 顔 を 見ら るると 極悪 

あた リ むすめ 

そうに 四辺 を きょろきょろ。 茶店の 女 は、 目の前に 

こま はばか 

ほ つ かりと 黒 毛の 駒が 汗ばんで 立 つてる の を 憚って、 

そ コップ もた め て 

密と 洋盃を 齎らした。 右手 をのべ て 滝 太郎が 受ける 時、 

たてがみ さつ びつ くり むすめ あと 

駒 は 鬣 を 颯と 振った。 あれと 吃驚して 女 は 後へ。 

若君 は 轡を 鳴らして、 しっかと 取りつ つ、 冷水の 洋盃 

を 長く 差 伸べ て、 盆に 返し、 

「沢山 だ。 おい、 可い か、 島 野、 預ける ぜご 



き つ 

屹と向 直って、 早く 手綱 を棄 てようと する。 島 野 は 

うろた 

狼狽えて 両手 を 上げて、 

ひと つ 

「若様 どうぞ、 そり や 平に、」 とば かり、 荒馬 を 一 頭 

背負わされて、 庄 司重忠 にあら ざるより は、 誰か これ 

を 驚かざる べき。 見得 も 外聞 も 無しに 恐れ入り、 

「平に 御 容赦て ッ たような 訳なんで す。 へい、 全く 

、-- け 

不可ません。 それにち つと 待合 わせる もの も あるんで 

ございま すから ご 

と窮 したる 笑顔 を 造って、 渠は ほとんど 哀を 乞う。 

うなず ひと はなづら ひきめぐ 

滝 太郎は 黙って 頷く と 斉しく、 駒の 鼻 頭 を 引 廻ら 

ひづめ 

した。 蹄の 上る こと 一尺、 夕立 は 手綱 を 柳の 樹に結 



見て、 すっくと 立って、 

「あの 阿 魔が かい、 そいつ ぁ危 え！」 

みとおし 

先立って 二度 ある こと は 三度と やら、 見通の 法 印 

ち. fv. こだ 

だった、 蔵屋の 亭主 は 奥から 慌 しく 顔 を 出して、 

「そ りやこ そ、 また 一 人 ご 

四十 五 

「や あ、 島 野さん、 千 破 矢の 若様 はどうし ました ご 

「義作 じ やない か、 一体 あり や あどう したんだ ね。 お 

前、 魔物が 夕立に 乗って 降って 来たから、 驚いたろう 



四十 六 

「もしもし ちょいと どうぞ、 どうぞち よいと お待ち 遊 

い くるま 

ばして ご と路を 遮った ので、 威勢の 可い 腕 車が 二 台と 

とま 

もばったり 〔# 「ばつたり」 は 底本で は 「ばつたり 匕 停る _ 

来 は 顔 を 赤らめて 手 を 膝に 下げて、 

ひい さま 

「恐 入ります、 御免下さい まし。 どちらの 姫様です か 

存じません が、 どうぞ あちら へ いら つし や いましたら 

私 どもへ お休み 遊ばして 下さい まし、 後生で ござい 

ます 」 

くるま こんが すリ しゅす 

先に 腕 車に 乗った の は、 新しい 紺 飛白に 糯 子の 帯 を 



いちょうが えし おんな 

締めて、 銀杏 返に 結った 婦人。 

「何 だね、 お前さん ご 

おやすみ ど ころ 

「はい、 鍵屋と 申します 御 休憩所で ございま すが、 よ 

そと 張 合つ ており ますので。 

今朝から 向にば かりお 客が ございます 処へ、 また 

お 馬に 召した 立派な 若様が お 立 寄で ございました。 あ 

のお 倉さん というの が、 それ はもう これ 見よ がしで、 

わたくし 

私 は 居ても 立っても いられません。 あんまり 悔し ゆ 

うご ざ いますから、 どんなにお 吒り 遊ば し て も宜 う，、 マ J 

ざいます、 お 見 懸け 申しまして お願い 申します。 助け 

ると 思 召して 後生で ございます、 私 どもへ ご 



「姉さん、 花 売なん だが ね、 十八 九で ちょっと そういつ 

た 風な 女 を 見当り はしなかった かいご 

お 道に 聞かれて 米が 答えよう とする の を、 ちゃつ と 

引取った の は 今 両人が 鍵 屋の女 客に 引付けられて、 店 

から 出る のに 気 を 揉んで、 あとから ついて 出て 立って 

むすめ 

いる 蔵屋の 女。 

「その 人なら、 存じて おります、 今朝 ほどで ございま 

した ご 

「私 だ つ て 知って ます ご と、 来 はつん として 倉 を 流 盼_ 

四十 七 



あなた 

「貴方の 黒百合 を 採りたい つて、 とうとう 石 滝へ 入つ 

たそうで すご と、 島 野が 引取つ て 慎重に これ を 伝える _ 

き つ ひと 

勇 美 子 は その 瞳 を屹と 凝らした が、 道 は 聞く と 斉し 

く、 顔の 色 を 変えた。 

「お 嬢 様、 どういた しまし ようご 

「困った ね、 少しお 待ち、 あの、 お前 だち 誰も 中の 様 

子 を 知らない かいご 

「はい、 ちっとも ご 

「あの、 少しも 存じません ご 

「それ はもう 誰も 知った もの は ござります まいご 



なさけ あずか 

なおのこと そのお 情に 預 つて は、 きっと 取って来て 

き 

差 上げずに はと、 留める のも肯 かないで 行った といい 

ま ^9 

ええ、 何の 知事 様から 下さる もの を、 家 一 つ 戴いて 

どれほど やせがまん 

何程の 事が あろう、 痩我慢な 行 過ぎ だと、 小腹が 立つ 

て 帰り ましたが、 それと いって 棄 てて おかれぬ、 直ぐ 

にと いってお 嬢 様が、 ちょうど またお 加減が 悪い 処、 

かれこれして 遅くな りました けれども、 お 体のお 厭い 

もな く 遠方 をお 出 懸けに なった のに、 まあ 飛んだ こと 

をし ちま つ たんで ございま すねえ ご 

と 道 は 落着かず 胡乱々々 する。 



一 同 顔 を 見合せ た。 

義作 一 名に やりに やり 

「可う がす、 何、 大概 大丈夫でしょう、 心配 はあり ま 

ことわざ 

すまい ぜ。 諺 にも 何で さ、 案ずる より 産む が 易い つ 

て 謂い まさご 

「何 だね、 お前さん ご とそ こど ころで はない、 道 は 

窘 める がごと くにい つた。 

義作 あえて その (にやり) なる もの を 止めず。 

「いえ、 女って えもの は、 また これが その 柔 よく 剛を 

制すと いった 形で ね。 暄嘩 にも 傍杖 をく いません、 そ 

ごろう 

れが 証拠 にゃあ 御覧 じろ、 人 ごみの 中で も そんなに 足 



を蹈 つけられ はしね えもん だ ご 

「ちょいと お黙り。 高慢な こと をお 言いで ない、 お 嬢 

様が いらっしゃる よご 

「ですから さ、 そっちに お 嬢 様が いらっしゃり や、 こ つ 

ち にゃあ また 滝 公、 へん、 滝の 野郎て え 豪傑が ついて 

まさ。」 

「あれ だもの ご 

「どうで え 阿 魔、 一 言 も あるめえ 恐 入った かご 

r 義 作さん ！i 加減に おしな。 お 嬢 様 は 御 心配 を 遊ばし 

ていら つし や るんで すよ ご 

「だから、 その 御 心配に は 及びます めえ ッ てこった。 



難 かしい 事 あない、 娘 さい 無事なら 可 いんでしょう。 

そこ は 心得て まさ、 義 作が 心得た といつ ちゃ あ、 馬に 

ひきず 

引 摺られ たからと あって 御 信仰が 薄いで しょうが、 滝 

大明 神が 心得て ついて ます。 今 も 島 野さん に 承 わり や、 

あとから ついて 入ん なすった そうで、 何、 また あの 豪 

傑が 行き さえす り や、」 といい かけて、 額 を 押え、 

「や、 天狗が 礫 を 打ち や あがる ご 

雨 三 粒 降って、 雲間に 響く 滝の 音が 乱れた。 風 一 

.1 ョー 
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四十 八 



「止して くれ、 人、 身体に 手なん ぞ 懸ける の は、 汚れ 

ますよ ご 

「何 を 癩，. がご 

はりつけ つのめだ つ つきあ 

「 磔 め ごと 角目立つ てあられ もない、 手先の 突 合い 

つかみあ ひ つ かき くら 

が 腕の 摑 合いと なって、 頰 の引搔 競。 やい、 それと 声 

を 懸ける ばかりで、 車夫 も、 馬丁 も、 引 張 m になった 

艷福家 島 野 氏 も、 女 だから 手 も 着けられない。 

「留めて おやり。 道 や、」 

じょうだん まえさん がた 

「ちょいと、 串戯 じゃあな いよ、 お前 様 方 はどうした 

もんです。 これお 放し、 あれさ、 お放しと いうに、 両 

方と も 恐し い 力 だ。 こっち はお 嬢 様が それ どころ じ や 



あないの だのに、 お前さんまで がお 気 を 揉ませ 申 すん 

だよ。 ji 加減に おし、 あれさ、 可い やね、 そんなら 私 

まッぱ だか つち あなた 

が 素 裸になって 着物 を 地に 敷いて、 その上へ 貴女 を 

休ませ 申す まで も、 お前 達の 世話 にゃあ ならない、 ど 

ちらへ も 休み はしない からそう 思って おくれ ごとす つ 

きりいった。 両人 は 左右に 分れた が、 そのまま 左右 か 

ら、 道の 袖 を 捉まえて、 ひしと 鎚 つて 泣 出した ので あ 

る。 道 は 弱って 手を束ねて ぼんやり とする の を 見て、 

勇 美 子 は 早 やばら ばらと 音の する 雨 も 構わず、 手 を 

ふた リ せな みちばた 

両人の 背に かけて、 蔵屋 と、 鍵屋 と、 路傍に 二 軒なら 

ん だのに 目 を 配って、 熟と 見た まい、 



響 を 打た せて、 どたりと 倒れた の は 多 磨 太で ある。 

白墨 狂士は 何とかし けむ、 そのまま どた どた と 足を挙 

みもだえ うめ ほ 

げて、 苦痛に 堪えざる 身悶 して、 呻吟く 声 吠 ゆるが ご 

とし。 

ひとむれ 

鍵屋の 一 群 はこれ を 見て 棄て 置かれず、 島 野に 義作 

みせさき 

がつ いて 店 前へ 出向いて、 と 見る と、 多 磨 太 は 半面べ 

の ど しろ さつ ま 

とり 血に なって、 頰 から 咽喉へ かけ、 例の 白薩 摩の 襟 

からくれない 

を 染めて 韓 紅。 

「君、 どうしたんで すご と 島 野 は 驚いた が、 薄 気味の 

そ つ ひそ 

悪さう に 密と手 をと つ て、 眉 を 顰めた。 

鍵 ni では 及 腰に 向う を 伺い、 振 返って 道が、 



「御 心中お 察し 申します が、 人間 は 四百四病の 器、 

やまい 

病 疾には 誰 だって 勝たれ ませぬ、 そんなに 気 を 落しな 

さいます な。 小 主 公、 良い お 音信が ござります ぜ、 大 

旦 那様も ちょうど この 春、 三月が 満期で 無事に 御 出獄 

で ござりました。 こちら でも 新聞が ござりますなら、 

疾 くに 御存じで) J ざり ましょう ご 

若 山 は 色 を 動かして、 

「そうか、 私 はまた 何も彼も 思 切って、 わざと 新聞な 

ぞは 耳に 入れない ように 勤めて いるから、 そり やちつ 

とも 知らずに 居た、 御 無事に。 …… そうかい、 けれど 

も慶 造、 私 はお 目に かかられ まいご と 額に 手 を 翳して 



「そして 今 どこに いら つし や るんだ なご 

「へい、 組合の 方で お 引取 申しました。 海で なり、 陸 

でな リ、 一 同 旗 上げ をいた します 迄 はしば らくお かく 

たちのき 

れで ござります。 貴方 もこう いう 処 はお 立 退に な つ て、 

よろ 

それ へ 合体が 宜し ゆう) J ざり ましょう。 ちょうど ， J の 

国へ 参リ がけに 加州 を 通りまして、 あすこで あの 白魚 

の 姉御に も 逢いました ご 

「何、 お 兼に 逢った、 加賀 といえば つい 近所へ 来て い 

るの かご 

「さようで ござります、 この頃 盛 に 工事 を 起しました、 

倶利 伽羅 鉄道の 工夫の 中へ 交り 込んで、 目星い の を ま 



た 一 一三 人 も 引抜いて 同志に つけよう ッて 働いて おり ま 

すんで。 一 体 富 山で しばらく 働いた そうで ござります 

に、 貴方 をお 見 着け 申さなん だの は、 姉御が 一 代の 

おおね かり. 

大 脱落で ござりましょう。 その代り 素ば らしい の を 一 

どろぼう 

名、 こリ や、 華族で 盗賊 だと 申します から、 味方に は 

あつらえむ そう 

訛 向き、 いざと なり や、 船の 一 艘 ぐらい 土蔵 を 開けて 

出来 るんで ござります。 金主が つ けば 竜に 翼 だ、 

わかだんな 

小 主 公、 そろそろ 時節 到来で ござりましょう よご と慶 

うちし お 

造が 勇む に 引 代え、 若 山 は 打悄れ て、 ありし その 人と 

は 思われず。 渠は 非職 海軍 大佐 某氏の 息、 理 学士の 学 

位あって、 しかも 父と ともに 社会の 暗雲に 蔽 われた、 



やつ うつち や 

いた 女の ため にゃあ 世の中 を打棄 るの も、 時と 場合 

い つ そく ひと からげ 

にや 男の 意地で さ、 品に 寄つ ちゃ あ 城 を 一 百 一束に 

てのひら 

して 掌 に 握る のと 違わね えんで ございま しょうが、 

ためいき あま ッこ 

何です ぜ、 野郎の 方で、 は あと 溜 息をついて 女児の 膝 

に鎚 るよう じゃあ、 大概の 奴 あそこで 小首 を 傾げ まさ。 

てめ え かぶとし ころな ッ い 

汝の ためなら ばな、 兜 も 綴 も 何ち も 用らない、 そら 

よ 持って行き ねえで、 ぼんと 身体 を投 出して くれてや 

あま たて ひ 

る 場合 もあります 代りに や、 女の 達 引く 時なん ざ、 ベ 

らんめ え、 これん ばかしの 端 を どうす る、 手の内 ァ受 

けね えよ、 かなん かで 横ッ 面へ 叩きつ ける くらいで な 

くッ ちゃ あ、 不可ません や。 = 苦労し もす る、 させ も 



する = てい の は そり や あ 心意気で さ ご 

慶造は 威勢よ くぼん と 一 ッ胸を 叩いた。 

「ここに ある こッ てす。 顔へ 済まね え を あらわして、 

さも 嬉しそうに 難 有え、 苦労させる なんて 弱い 音 を 出 

して 御覧 じろ、 奴さんた ちまち なめ ッ ちまい ます ぜ。 

ことば 

殊に 貴方 だ、 誰 だと 思って るんだ、 お 言 の 一 ッも 懸け 

られり や 勿体ね えと 心得る が 可い 位の 扱いで、 結構で 

たてす ご 

がす。 もっとも、 まあこう やって 女の手 一 つで 立 過し 

て、 そんな 恐ね ぇ処へ 貴方の ために 参つ たんだ、 憎く 

はありません、 心中 者 だ。 です が、 そり や 私 ども はじ 

あいて むすめ 

め 世間で 感心す る 事で、 当の 対 手 は 何の 女 ツ子の 



「用意が 出来たら いつでも 来い、 同志の 者の 迎 なら、 

冥途から だ つ て 辞さな いんだ。 失敬な こと をい う、 

盲人が どうした、 もの を 見る のが 私の 役 か、 いざと い つ 

て 船出 をす る 時、 船 を 動かす の は 父上の 役、 ，. 錨 を 抜 

みんな 

くの は慶造 貴様の 職 だ。 皆に 食事 をさせる の はお 兼 

じゃあな いか。 水先案内 も あるだろう、 医者 もあろう 

船の 行く 処は 誰が 知って る、 私 だ、 目が 見えないでも 

勝手な 処へ 指揮 をして やる、 おい、 星 一 ッ ない 暗がり 

でも 燈明 台なん ぞ あてに する に は 及ばん から ご 

うしろ 

と 説き 得て、 拓は 片手 を 背後へ ついて、 悠然として 

天井 を 仰いだ。 



ありが と 

「難 有 〔# ルビの 「ぁリ がと」 は 底本で は 「ありがた 匕 う 

ござります。 おお、 小 主 公 ご と、 慶造は 思わず 縁側に 

額 をつ けた。 

五十二 

ひさし かんしゃく 

「いやもう 久 ぶりで 癇癩 をお 起しな すって、 こんな 

心 持の 可い こと は ござりません。 私 や 変な 癖で、 大 

旦那と 貴方の 癇癩声 さえ 聞き や、 ぐっと その 溜飲の 

下り ますんで。 へ い、 それで 私 も 安心で ござります、 

さき 

つ いお 心 持 を 丈夫に しょうと ッて 前の ように 太平楽 は 



日 にゃあ、 こっちの 嬢さん は 御主人な り、 一方 にゃあ 

姉御が いった 若様 もい らっしゃる。 どうで ございま 

しょう、 この辺 は 水 は 大丈夫で ございま すか、 もし そ 

れが 心配 だと 貴方ば かりで はお 目の 御 不自由、 と 

うつち や 

打 遣つ ちゃ あ 参られません がご 

「慶 造、 六十 年 近く も y J ^ J に 居る 荒物屋の 婆さんが い 

うんだ、 水に は 大丈夫 だそう だから、 私に は 構わんで 

も 可い ご 

心安く 言った ので、 慶造は 雀躍 をして、 

「それじゃ あ 後 髪 を 引かれね えで、 可う がす。 お 二人 

の 先途 を 見届けて 参りましょう。 小 主 公お 気 を 着けな 



のち 

すって、 後と もい わず 直ぐに、」 

といった。 折からの 雨 はまた 篠を 束ねて、 暗々 たる 

空の、 殊に 黄昏 を 降 静める。 

慶造は 眉 を 濡らす I 卞を 払って、 さし 翳した 笠を投 

ひと もすそ 

出す と 斉しく、 七分三分に 裳 をぐ い。 

「して こいな と遣附 けろ、 や、 本 雨 だ、 威勢が 可い ぜ 

え ご 

五十 三 

開 戸から 慶 造が 躍 出した の を、 拓は 縁に 出て 送った 



太鼓、 人の 叫 声な どが ひとしきり ひとしきり 聞え る 

の を、 奈落の底で 聞く ような 思い をしながら、 理 学士 

は 恐し い 夢を見た。 

けんこんべ つに てん あり 

こ はいかに！ 乾坤 別 有 天。 いずこ ともなく、 天 

ラ ら ら すず 

麗 かに 晴れて、 黄昏 か、 朝 か、 気 清し くして、 仲秋の 

ごとく 澄 渡った 空に、 日 も 月の 形 も 見えない、 たとえ 

みやま ひとあと 

ば 深山に して 人跡の 絶えた る処と 思う に、 東西 も 分か 

ず 一筋お よそ 十四 五町の 間、 雪の ごとく、 霞の ごとく 

敷 詰めた 白い 花。 と 見る と 卯の花の ようで、 よく 山奥 

たにあい ながれ むれ 

の溪 間、 流に 添うて 群生ず る、 のりうつぎ (サ ビタの 

一 種) である こと を 認めた 



時に そよ との 風 もな く、 花 はた だ 静かに 咲 満ちて、 

ま つ しろ 

真白な 中に、 ここ かしこ 二 ッ三ッ 岩が あった。 その 岩 

なび 

の 辺りで、 折々 花が 揺れて、 さらさらと 靡く の は、 下 

を 流る る 水の 瀬が 絡まる のであろう、 一 鳥 声せ ず。 

理学 士は、 それとも なく 石 滝の 奥で はない かと、 ふ 

う つ とり はやて あおぞら 

と 心 着いて 恍惚と なる 処へ、 吹 落す 疾風 一陣。 蒼 空の 

半を蔽 うた 黒い 鳥、 片翼 およそ 一 間 余り もあろう 〔# 

わし つむじ 

「あろう」 は 底本で は 「あらう 匕 と 思う 鷲が、 旋風 を 起し 

て 輪に なって、 ばッと 落して、 そのうつ ぎの 花に 翼 を 

触れた と 見る と、 ぁッ という 人の 叫 声。 途端に 飜 つて 

こ ふ ぶ き 

舞 上った 時に、 粉 吹雪の ごとく むらむらと 散って 立つ 



かか しし すそ たもと 

懸り、 ふッ くりした 頰も肉 落ちて、 裾も袂 もところ ど 

す 力 いはら くぐ 

ころ 破れ 裂けて、 岩に 鎚り 草を蹈 み、 荊棘の 中 を 潜り 

カレな す 力 

潜った 様子で あるが、 手 を 負うた 少年の 腕に 鎚 つて、 

ふと ころがみ きず くれな い 

懐紙で 疵を 押えた、 紅 はたち まち その 幾 枚 か を 通 

して 染ま つたので ある。 

< さま 

お雪 は 見る も 痛々 しく、 目 も 眩れ たる 様して、 おろ 

おろ 声で、 

は つ きり 

「痛みます か、 痛みます かご というの が 判然 聞え る。 

眠れる か、 少年 はわず かに その 頭を掉 つたが、 血 は 

とま おさ たま 

留ら ず、 圧え た 懐紙 は 手に も 耐らず 染まった ので、 花 

きずぐち 

の 上に 棄 てた。 一 点 紅、 お雪 は 口 を 着けて その 疵口 を 



吸った ので ある。 

すず みは きつ 

唇が 触れた 時、 少年 は 清し い 目を睜 つて 屹と 見た が、 

また 閉じて 身動き もせず、 手 は 忘れた ものの ようにお 

雪が する ままに 任せて いた。 

両人が 姿 を 見る と、 我に も あらず、 理 学士が 肉 は 

動いた ので ある。 

五十 四 

しばらく するとお 雪 は 帯の 端 を 折返して、 いつも 締 

したじめ ひきだ 

めて いる 桃色の 下 X を 解いて、 一 尺ば かり 曳出 すと、 



しにしょうぞく みなり 

けす る。 その都度 死 装束と して 身 装 を 繕ったろう、 

清い 襦袢の 紅，" の袂 は、 ちらちらと 蝶の 中に 交って、 

間 あれば、 おのが 肩 を 打ち、 且つ 胸の あたり を 払って 

いたが、 たちまち 顔 を 顰めて 唇 を 曲げた。 二 ッ三ッ 体 

よ あわた だ ひとえ 

を 捩った が 慌 しい、 我 を 忘れて 肌 を 脱いだ、 単衣の 

せな こぼ い はだえ もつ くれない ち 

背 を 溢れ出 づる、 雪な す膚 にも 鏈 るる 紅 、 その 乳の 

あたりから も 抉から も、 むらむらとして 飛んだ の は、 

件 の 白い 蝶であった。 

我 身 半 は その 蝶に 化した るかと、 お雪 は 呆れ顔 を 

して 身内 を 見た が、 にわかに 色 を 染めて 密と 少年 を 見 

ると、 目 を 開かず。 



まつ つ 

お雪 は 吻と息 を 吐いて、 肌 を 納めよう とした 手 を 動 

いとま 

かすに 遑 なく、 きゃッ といって 平伏した。 声に 応じ 

て 少年 はか ッぱと 刎ね 起きて 押 被 さり、 身 を もってお 

,PJ ほ うず 

雪 を 庇う。 娘の 体 は 再び 花の 中に 埋もれた が、 やや 

あらわ せな す さま かぎが た 

有って 顕れた 少年の 背に は、 凄じい 鈎 形に 曲った 

くち はし すき 

喙が 触れた。 大鷲 は虚を 伺って、 とこうの 隙な く 蒼 

きた 

空から 襲い 来った のであった。 

きつ おもて 

倒れながら 屹 とその 面 を 上げる と、 翼で 群 蝶 を 

かきみだ けぷリ さつ 

搔 乱して、 白い 烟 の 立つ 中で、 鷲 は 颯と 舞い 上る の を、 

みつ つ 

血走った 目に 嘖め ながら 少年 は 衝と立 つ た。 思わず 胸 

に鎚 るお 雪の 手 を 取って 扶 けながら、 行方 を 睨む と、 



お雪 は 失心の 体で 姿 を 繕う こと もせず。 両膝を 折つ 

あしもと ひざまず 

て 少年の 足 許に 跪いて、 

あして まと い 

「この 足 手 纏 さえ ございませねば、 貴方お 一 方 はお 

助 リ 遊ばす の に 訳 はない の で > J ざいます ご 

と、 いう 声 も 身 も 顫えた ので ある。 

五十 五 

「私 はどういた しましょう、 花 も 取って 頂きました 上 

ひど 

に、 この 山に 入りまして から 貴方ば かり 酷い 目に お 逢 

いのち 

わせ 申して、 今までに、 生命 をお 取られ 遊ばす かと 思 



ひとしずく あらわし はし 

一 I 卞が 身に 染みたら、 荒 鷲の 嘴に 貫かれぬ お雪の 五 

体 も 裂ける であろう。 

一 言の 答え も 出来ない 風情。 

しゅうぜん 

少年 も 愁然 として 無言で 居た が、 心す ともなく 極 

めて 平気な 調子で、 

「しょうが ねえ やな、 おい、 そうしたら 一所に 死のう 

うなず 

ぜご と、 自 から 頷く がごと く 顔 を 傾けて いった。 

理学 士は 夢中ながら、 おのが 命 を もって 与えん とし 

みとせ おな 

て、 三年の 間 朝夕 室 を 同じ ゆうした 自分の 口から も、 

かほ どまでに 情の 籠った、 しかも 無邪気な、 罪のない 

こと をい い 得なかった こと を 思って、 ひしと 胸 を 打た 



るるが ごとくに 感じた ので ある。 

我に も あらず、 最後 を 取 乱した お雪の 耳に も、 かか 

ことば 

る 言 は 聞え たのであろう 〔# 「あろう」 は 底本で は 「あ 

らう」 u。 

「勿体のう ございま すご と、 神に 謝する がごと くに 

いった。 

つも リ あきら 

「その 意で 諦めね え。 おい、 そう 泣く の は 止せ、 弱 

虫 だと 見る と 馬鹿にする ぜ、 ももんが あご といつ て大 

空 を。 

「はい、 もう 泣き はいたし ません。 私が 先へ 覚悟 をし 

ておりました もの を、 お 可 恥し ゆう ございま すご と、 



手 をつ いて 面 を 上げた。 そして 顔と 顔 を 見合せ た 時、 

みよ-つと 

少年 は ほとんど 友 白髪まで 添 遂げた 夫婦の ごとく、 事 

も なげに 冷い 玉 かと 見える お雪の 肩に 手 を 掛けて、 

やしき 

「助かったら 何よ、 おいらが 邸へ 来ね え、 一所に 楽 を 

かけもの 

しょうぜ、 面白く 暮 そうな ご と、 あたかも 死 を 賭 に 

たのしみ 

した この 難 境 は、 将来の その 楽 のために 造られた 

階梯で あるよう に 考える らしく、 絶望した 窮 厄の 中に 

る る 

縷々 として 一 脈の 霊 光 を 認めた ごとく、 嬉しげ に 且つ 

快げ にいって 莞爾 とした。 いまわの 際に 少年 は、 刻下 

無意識に なった 恋人に 対して、 為に 生命 を 致す その 報 

酬を 求めた ので はない。 繊弱 小心の 人の、 知 死期の 苦 



「内に 拓 さんと いう 方が ございます、 花 を 欲し いと 存 

じました の も、 皆 その 人の ためなん ですから ごと 死 

を 極めた ものの、 かえ つ て かかる こと を，， 憚 らず言 つ 

さしう つむ 

て 差 俯向く。 

さ つ 

少年 は屹 となって、 たちまち 顔色 を 変えた ので ある _ 

理 学士 はこの 時 少年の いう こと を 聞こうと して、 思 

力たず 

わず 堅 唾 を 飲んだ。 

夢中の 美少年に 憤った 色が 見え、 

ほし 

「おいら、 島 野と は 違う ぜ。 今までな、 おい、 欲い 思つ 

たもの は 取らね えこた あねえ、 しょうと 思 つたこと を 

しねえ こた あな かったん だ。 可い じゃあな いか、 や 可 



れ ども、 お雪が 物い いたげ に 瞳 を 動かして、 衝と胸 を 

抱いて 立った の を、 卑 むが ごとく、 嘲け るが ごとく、 

憎む がごと く、 はた 憐 むが ごとくに 熟と 見て、 舌 打し 

ひと 

て、 そのまま 黒百合 をお 雪の 手に 与える と 斉しく、 巌 

を 放れて すっくと 立 つ て、 

「や 可ね え や、 お前 良 t 人が あるん なら、 おいら 一所に 

死ぬ の は 厭 だぜ。 じゃあ、 おい 勝手にし ねえ ご 

といい 棄 てて、 身を飜 すと たちまち 歩き 去った。 

五十 七 



我が 手 働かず、 足 動かず、 目 はた だ 天涯の 一 方に、 

うず 

白き 花に 埋もれた お雪 を 見る ばかり。 片手 を もって 抱 

やつ 

き 得る ような、 細い 窶れた 妻の 体 を、 理 学士 はいかん 

ともす る J とならず。 

お雪 は 黒百合の 花 を 捧げて、 身に 影 も 添わず、 淋し 

く 心細げ にネん でいた が、 およそ 十 歩 を 隔てて 少年 

がー 度 振 返って 見た 時、 糸 を もて 操らる るかと 二足 三 

足 後 を 追うた が、 そのまま 素気なく 向う を 向いて し 

あ. みと ど 1- j 1- j 

まった ので、 力無げに 歩 を 停めた、 目に は 暗涙 を湛ぇ 

たり。 

やがて 後 姿に 触れて、 ゆさゆさと 揺ぶ られ る、 のり 



うつぎの 花の 梢 は、 少年 を 包んで 見え なくなった。 

はる 力なた 

これ を こそ は 待ち 得 たれ、 黒い 星ーッ 遥か彼方の 峰 

さ つ 

に 現れた と 見る と、 風に 乗って 矢の ごとくに 颯と 寄せ 

た。 すわ やと 見る目の 前の、 鷲の 翼 は 四辺 を 暗く した 

i- お 一 | ん ぁぢ む. 7 たお 

中に、 娘の 白い 膚を 包んで、 はたと 仰向に 僵れ た。 

「あれえ、」 

あらわ 

叫ぶ に応じて 少年 は、 再び 猛然と して 顕れ たが、 宙 

を 飛んで 躍り かかった。 拳 を 握って 高く 上げる と、 

ふ うなじ 

大 鷲の 翼 を蹈ん で、 その 頸 を 打った ので ある。 

「畜生、 おれが 目に 見えね えよう に 殺せ やい！」 

と 怒気 満面に 溢れて 叱咤した。 少年 は ほとんど 身 を 



棄 てて、 その 最後の カを尽 したので あろう。 

うずま い か 

黒雲 一 団 渦く 中に、 鷲 は 一 双の 金の 瞳 を 怒らした が、 

ぱっと 音を立てて 三た び 虚空に 退いた。 ニッ三 ッ四ッ 

たた 力 レ 

五ッ ばかり 羽 は 斑々 として 落ちて、 戦 の 矢 を 白い 花 

の 上に 残した。 

少年が 勇威凜 々として 今大 鷲を搏 つた 時 の 風采 は、 

おもて ... こお 

理 学士 をして 思わず 面 を 伏せて、 僵れ たる 肉 一団 何 

か ある、 我が 妻 を もて この 神将に 捧げん と 思わし めた 

ので ある。 

たな そこ う ちリ 

かくして 少年 ははた 掌 を拍 つて 塵 を 払った が、 吐 

つ ゆる 

息 を 吐いて、 さすがに 心 弛み、 力 落ちて、 よろよろと 



ひきがえる あたま ゆくて ふさ 

て 一座の 巌石、 形 蟇 の 天窓に 似た のが 前途 を 塞いで、 

白い 花 は、 あたかも 雪 間の 飛々 に 次第に 消えて、 この 

あたりで は路 とともに 尽きて 見えなくなる 処に 来た。 

うしろ 

もとより 後 は 見 も 返らず、 少年 はお 雪 を 抱いた まま、 

すが こうもり よ 

ひだ を蹈 み、 角に 鎚 つて 蝙蝠の 攀 ずるが ごとく、 ひら 

リ ひらりと 1 厳の 頂に 上った。 この 巌の頂 は、 渠を載 

あゆ 1^ あま リ 

せて 且つ 歩 を 巡らさし むる に 余 ある ものである。 

時に 少年の 姿 は、 高く 頭上の 風に 鷲を漾 わせ、 天 を 

つった あしぶみ 

頂いて 突立った が、 何とかし けむ、 足蹈 をして、 

おもて 

「滝 だ！ 滝 だ！」 と 言って 喜びの 色 は 面 に 溢れた。 

ひびき 

ただ 聞く、 どうどうと 水の 音、 竅も ゆらぐ 響で ある。 



きょうぼく こずえ くだん 

ばんず 形。 繁れる 雑種の 喬木 は、 梢 を 揃えて 件の 

歐の裾 を 包んで、 滝 は 音ば かり 森の 中に 聞え るので 

ふ みおろ かけはし 

あった。 頂なる 少年 は、 これ を 俯し 瞰 して、 雲の 桟橋 

さかさま のぞ 

のな きに 失望した。 しかるに 倒 に 伏して 視 かぬ 目に 

は 見えないで あろう、 尻ッ こけに なった 巌 の 裾に 居て、 

あや ノ 〕 とね ぉぢ あぐら 

可怪ぃ 喬木の 梢なる 樹々 の 葉を褥 として、 大胡坐 を 

組んだ、 II 何等の も のぞ。 

かお あか あお 

面赭 く、 耳 蒼く、 馬ば かりなる 大きさの もの、 手足 

うす かばいろ やわら 

に 汚れた 薄 樺色の 産毛の ようで、 房々 として 柔 かに 

けだもの 

長い 毛が 一 面の 生いて、 人 か 獣 か を 見 分かぬ が、 

もうろう つか いだ まう つむき 

朦隴 としてた だ 霧 を 束ねて 錶 出した よう。 真 俯向に 



5ra もて だ 

なって 面 を 上げず、 ものと も 知らぬ 濁み たる 声で、 

「猿の 年の、 猿の 月の、 猿の 日に、 猿の 年の、 猿の 月 

の、 猿の 日に、 猿の 年の、 猿の 月の、 猿の 日に、」 と 

支 干 を 数えて 眩きながら、 八九寸 伸びた 蒼 黒い 十本 

の 指の 爪で、 件の 細々 とした、 突けば 折れる ばかりの 

かきむし とど 

巌の裾 を) J し) J し) J し) J しと 搔撐 る。 時に 手 を 留め て 

その 俯向いた 鼻先と 思う 処を、 爪 を あつめて 巌の欠 を 

掘 取る と 見る と、 また 搔き はじめた。 その 爪の 切入る 

ごとに、 巌 はもろ くぼろ ぼろと 欠けて、 喰い 入り 喰い 

あやう ち ぎ 

入り、 見る 内に 危 く 一 重の 皮 を 残して、 まさに 断 切れ 

て 逆さまに 飛ばん とする。 



常な ものであった。 

急に 答がない ので、 更に、 

「誰 だ ご 

「はい、」 と 幽かに 応えた。 

理 学士が 一生に ただ 一度 目 を 開いて 見た いのは、 こ 

うたが い 

の 時の 姿であった、 今の は 疑 も 無い お雪で ある。 

これ を 聞いて 渠は 思わず 手 を 差 延べて、 抱こうと し 

きえう ぞ つ 

たが、 触れば 消失せ るで あろうと 思って、 悚 然として 

うちわな な 

膝に 置いた が、 打 戦く。 

「遅くなりまして 済みませんでした、 拓 さんご 

はっきり ひとこと いき 

と 判然、 それ も 一 言 ごとに 切なく 呼吸が 切れる 様子 _ 



しばらくして、 

「送って 来て 下さいました よご 

「そして 力」 

「あの、 お 向の 荒物屋に 休んで いらっしゃいます ご 

「そうか、」 といった が、 我ながら 素気なく、 その 真心 

うらみ たやす 

を 謝する にも、 怨を いうに も、 喜ぶ にも、 激して 容易 

く は 語 も 出で ず。 あまりの ことに、 活 きて 再び 家に 

- つっつ 

帰って、 現 の ごとき 男 を 見ても 直ぐに はもの も言懸 

けなかった、 お雪 も 同じ 心であろう。 ものいう 目に も 

ひと たた さしう つむ 

見えぬ 目に も、 二人 斉しく 涙を湛 えて、 差 俯向いて 黙 

然とした。 人 はか かる 時、 世に 我 ある こと を 忘る るの 



「お雪！ お雪。」 

たすけ 

学士 も 我 を 忘れて 助 を 呼んだ ので ある。 

「あれ、 若様、 拓 さん は、 拓 さん は 目が 見えません ご 

「うむ、」 

「助けて 下さい、 拓 さん は 目が 見えません ご 

「二人 じゃあ ^ 可ね え や、」 

「内の人 を、 私の 夫 を ご 

「おいら、 お前で なくつ ちゃ あ、」 

「厭、 厭です よ、 厭です よ、」 と、 捕うる 滝 太 郎の手 を 

摺 抜ける。 

おめえ ていしゅ かたき 

「だって、 汝の 良人なら、 おいら にゃあ 敵 だぜご 



「ええ 二人とも つかまん な。 構う こた あねえ、 ゆ けな 

みんな 

けリゃ 皆 で 死のう ご 

さっき や くろくも たえま 

雨 は 先刻に 止んで、 黒雲の 絶 間に 月が 出て いた。 湯 

ところどころ あか リさ ま 

の 谷の 屋根に 処 々立てた 高 張の 明が 射して、 眼の 

みなぎ 

あたり は 赤く、 四方へ 黒い 布 を 引いて 漲 る 水 は、 随処、 

き つ こうがた うね 

亀甲 形 〔# 「亀甲 形」 は 底本で は 「亀 申 形 匕 に 畝り 畝リ波 

を 立てて、 ざぶ リ ざぶ りと 山の 裾へ 打 当てる 音が した。 

うなじ おもて ふ 

拓を 背に し、 お雪 を 頸に 鎚ら せて、 滝 太 郎は面 も 触 

くだん ほらあな あばら や 

らず 件の 洞穴 を 差して 渡った が、 縁 を 下りる 時、 破屋 

は 左右に 傾いた。 行く ことわず かにして、 水 は 既に 肩 

を 浸した。 手 を 放すな といって 滝 太 郎が水 を 含んで 吐 



いた 時、 お雪 は 洪水の 上に 乗 上って、 乗 着いて、 滝 太 

郎 に頰摺 したが、 

r 拓 さん 堪忍して ご 

うお おど ひるがえ 

声 を 残して、 魚の 跳る がごと く、 身 を 飜 して 水に 

沈んだ。 遥かに その 姿の 浮いた 折から、 荒物屋の 媼な 

こぎよ 

んど、 五 七 人 乗った 小舟 を 漕 寄せた が、 流れて 来る 材 

木が くるりと 廻って 舷 を 突いた ので、 船 は 波に 乗つ 

て 颯と 退いた。 同時に 滝 太 郎の姿 も 水に 沈んだ が、 た 

みずけぶ リ 

ちまち 水烟を 立てて 抜 手を切つ たので ある。 拓 とと 

もに 助か つたの は 言うまでもな い。 

よ お ま 

その 夜 湯の 谷で 溺れた のが 十七 人、 …… お雪 は その 



うち 

中の 一 人であった。 

ひ あくるひ 

水 は 一晩で 大方 退いて、 翌日 は 天日 快晴。 四十 物 町 

ゆきき 

はちよ ろち よろ 流れで、 兵粮 を 積んだ 船が 往来す る。 

はぎ 

勇 美 子 は 裾 を 引上げて 濁水に 脛 を 浸しながら、 物 珍ら 

しげに 門の 前 を 歩いて いた。 獵犬 ジャム は その 袖の 下 

を、 ちゃぶ ちゃぶ と 泳ぎ、 義作は 夕立の 背 を 干して、 

か た わら ひづ め 

傍 に 立って いた、 水 はや や 駒の 蹄 を 没す るば かり。 

それでも 瀬 を 造って、 低い 処へ 落ちる 中に、 流れて 来 

め V.- と うで まく 

たもの が ある、 勇 美 子が 目敏く 見て、 腕捲り をして 採 

ばい も 

上げた の は、 不思議の 花であった。 形 は 貝 母に 似て、 

はなびら こうふん 

暗緑 帯 紫の 色、 一 つ は 咲いて 花弁が 六つ、 黄粉 を 包ん 



しべ つぼみ 

だ蘂が 六つ、 荅が 一 つ。 

数年の 後、 いずこに も籍を 置かぬ 一艘の 冒険 船が、 

滝 太郎を 乗せて、 拓ぉ兼 等が 乗組んで、 大洋の 波に 浮 

なず 

んだ時 は、 必ず この 黒百合 を も つ て 船に 号け るので あ 

ろう。 

明治 三十 一 一 ( 一 八 九九) 年 六〜 八月 
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